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第２四半期累計連結業績

2025年9月期

第２四半期累計

2026年9月期

第２四半期累計
前年同期間比

売上高（百万円） 9,886 10,383 ＋497 (＋5.0%)

営業利益（百万円） 512 566 ＋53 (＋10.5%)

経常利益（百万円） 530 576 ＋45 (＋8.6%)

中間純利益（百万円） 302 386 ＋83 (＋27.7%)

EPS 1株当たり中間純利益（円） 60.48 78.14 ＋17.66

2025年9月期
2026年9月期

第２四半期累計
前期末比

総資産（百万円） 6,317 6,736 ＋418

純資産（百万円） 3,089 3,355 ＋265



5,004 5,090

5,430 5,292

4,819

4,947

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

四半期売上計画 四半期売上実績

１Q ２Q ３Q ４Q

148

479

602

800

232

566

0

100

200

300

400

500

600

700

800

１Q ２Q ３Q ４Q

累計営利計画 累計営利実績

2

連結：第２四半期累計業績、対計画進捗

四半期毎の計画 実績

連結売上高 連結営業利益

四半期累計の計画

実績
対計画

△52百万円
99.5%

対計画
＋87百万円

118.1%

通期20,200百万円 通期800百万円

10,434 10,383



26

249 229

303

41

247

0

100

200

300

400

500

600

700

800

１Q ２Q ３Q ４Q

累計営利計画 累計営利実績

21 40
80

125
36 49

0

100

200

300

400

500

600

700

800

１Q ２Q ３Q ４Q

累計営利計画 累計営利実績

166

311

491

630

216

386

0

100

200

300

400

500

600

700

800

１Q ２Q ３Q ４Q

累計営利計画 累計営利実績

1,271 1,215

1,837 1,704

1,092

1,307

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

四半期売上計画 四半期売上実績

１Q ２Q ３Q ４Q

1,239 1,296

1,152 1,201

1,256

1,201

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

四半期売上計画 四半期売上実績

１Q ２Q ３Q ４Q

2,495 2,581

2,441 2,386

2,472

2,441

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

四半期売上計画 四半期売上実績

１Q ２Q ３Q ４Q

3

セグメント別：第２四半期累計業績、対計画進捗

スチュワード事業 空間プロデュース事業フードサービス事業

＋31百万円
100.6% ＋105百万円

104.3% △189百万円
93.9%

＋74百万円
123.7%

＋9百万円
122.5%

△2百万円
99.2%

売
上
高

営
業
利
益
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セグメント毎の業績推移

• 積極的なマーケット参入による大型ホテルの開

業が引き続いており、当中間連結会計期間にお

ける新規事業所開業は４件となりました

• 前期より注力中の病院案件は今期中の開業で累

計8件以上となる見込みです

• 既存顧客との契約更改時には人件費等のコスト

アップ要因に対してご理解をいただきながら適

正な利益の確保に取り組んでおり、今期改定計

画に対して半期で９割超まで進捗しています

• 生産性改善に向けて、従前のSaaS活用に加え、

生成AIの活用やAIエージェントの導入検討など

を進め、並行して事業所単位の収益管理を強化

することで、事業基盤の強化に注力しています

• 採用活動においてもパートアルバイト採用の初

動迅速化のためのチャットボットや自動対応

ツールを導入、外国人従業員を対象としたビジ

ネス文化研修の充実を進めました

（単位：百万円）

スチュワード事業
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事業トピックス

帝国ホテル 京都様 スチュワード業務を受注

2026年3月、セントラルサービスシステムは、帝国ホテル 京都様のスチュワード業務を開始
いたしました。
同ホテルは、祇園の歴史と文化を感じられるラグジュアリーホテルです。国の登録有形文化
財「弥栄会館」を保存・活用し、伝統と現代的な快適さを融合。ゆとりある客室や上質なダ
イニングを備え、京都ならではの特別な滞在を提供し祇園の風情に包まれながら、贅沢なひ
とときを過ごせるホテルです。
帝国ホテル様とは長年のパートナーシップを築かせていただいており、東京・上高地・大阪
に続く4か所目の受託です。これまでの知見を活かし、京都の地でも最高のホスピタリティを
提供できるよう尽力してまいります。
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事業トピックス

2026年3月に開業したカペラ京都様にて、セントラルサービスシステムはスチュワード業務を、
センダンは従業員食堂の運営を受注し業務を開始いたしました。
当ホテルは京都・宮川町の町家の雰囲気と静けさを大切にしつつ、現代的な美しさが融合する隈
研吾建築都市設計事務所デザインの格式高い空間となっています。
セントラルサービスシステムとセンダンがタッグを組み、このようなラグジュアリーホテルとの
ご縁をいただいた実績を強みに、両社でのW受託展開を強化しています。今後もホテル様のお客
様の満足・従業員様の満足の双方においてお役に立てるパートナーとして、信頼にお応えできる
よう尽力してまいります。

カペラ京都様 スチュワード・従食W受注
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セグメント毎の業績推移

フードサービス事業

（単位：百万円）

• 当中間連結累計期間において新規事業所６件

を開業、現時点で新規受託を見込む事業所が

11件あり、受注は好調に推移しています

• 大手のホテルチェーン様での実績が評価され、

新たなホテル様をご紹介頂くといった好循環

が生まれております

• 人件費や食材価格の高騰に加え、足元では原

油価格高騰に伴い使用する衛生関連の備品・

消耗品（洗剤やゴム手袋等）の値上がりが顕

著となっており、安全安心な衛生管理体制の

維持強化に対応すべく、契約更改時にはお客

様からのご理解をいただきながら適正な利益

の確保に取り組んでおります

• 主要顧客である一部の宿泊特化型ホテルでの

海外団体客の落ち込みの影響は、稼働の急激

な変化が現場業務の負担を招かぬよう、引き

続き注視しております
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事業トピックス

センダンでは、宿泊特化型ホテルにおける業務受託が拡大しています。
多彩なメニューのご提案や、日々の業務への取り組みをホテル様が評価してくださり、チェーン
展開での受託へと繋がっています。
このようなご縁が、全体の開業件数を押し上げる大切な要因の一つとなっており、下期において
も複数の新たな商談をいただいている状況です。
今後もホテルチェーンにおける受託展開をさらに強化し、ホテル様のニーズに寄り添えるパート
ナーとして、信頼にお応えしていく所存です。

大手ホテルチェーンでの受託拡大を推進
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セグメント毎の業績推移

（単位：百万円）

空間プロデュース事業
• 東洋メディアリンクスは引き続き金融機関向

けのITV（監視カメラ／Industrial TV）及び

周辺装置・業務放送設備・モニター等の新規、

更新需要が堅調であり、売上・利益のピーク

を迎える当第２連結四半期期間には、売上、

利益面において期初予想を上回る結果をあげ

ることができました

• Mood Media Japanは、前期に続きMood 

Mediaヘッドクオーターとの連携案件や、新

規開拓や顧客紹介案件を取り込みながら下期

に向けて受注案件を順調に積上げております

• 音響特機は、一部の輸入ブランドの取扱い変

更に伴う既存顧客の剥落を要因に減収減益と

なりましたが、新たな輸入ブランド商品のラ

インナップを加え、東洋メディアリンクスと

の連携強化を図り、利益率の高い輸入ブラン

ド商品の拡販に注力中です
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事業トピックス

『音特博覧会』東京・大阪で開催

音響特機は、自社取扱い製品の認知向上と普及
を目的とし、東京本社および大阪会場にて「音
特博覧会」を開催。500名ほどのお客様にご来
場いただき、大盛況のうちに終了いたしました。
サウンドマスキングやカメラトラッキングに対
する関心の高まりを背景に、多くのお客様に興
味をいただき、デモ依頼をいただくなど、直接
製品の魅力を広くお伝えする貴重な場となりま
した。

「ニュウマン高輪 LUFTBAUM」
BGMをプロデュース

THE LINKPILLAR-1 NORTH棟 28F・29Fに位
置するニュウマン高輪 LUFTBAUM。リアル体
験価値にこだわった「都心の別荘」づくりへ
の挑戦の一環として、Mood Media Japanが音
楽デザインを手がけました。エレベーター
ホールからエレベーター内、通路、2つの庭の
中まで、異なる音楽でありながら一つの連な
りになるようにデザインされた、体感する新
しい環境音楽となっています。

写真提供：株式会社ルミネ
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事業トピックス

戦略的パートナーシップによる調理ロボ実装食堂「MAGIC CHEF」をオープン

株式会社CSSホールディングスは、2024年に最先端のAI・ロボティクス技術を持つTechMagic 
株式会社との戦略的パートナーシップを締結、2026年5月11日テレコムセンタービルに調理ロボ
実装食堂「MAGIC CHEF」をオープンいたしました。
本店舗は、TechMagic社の調理ロボット「I-Robo 2」や「M-Robo」を活用した「未来型食堂」
の第1号店です。食堂運営は長年の実績を持つセンダンが担い、テクノロジーによる効率化と、
有人ならではの高品質なサービスを融合させました。
「出来立て」「カスタマイズ」「提供時間短縮」を軸に、利用者満足度の向上と、収益性の高
い持続可能な運営モデルを目指します。今後も技術の力を活用しながら、一皿一皿にこだわり
をもった食の提供を実現します。
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事業トピックス

CSSグループ入社式が4月1日に行われ、セントラルサービスシステム、センダンおよびCSSビ
ジネスサポートの３社に41名の仲間を新たに迎えました。ホテル、レストラン、観光、レ
ジャーなどの分野のバックヤードを支えるスペシャリストとして、当社はクライアントのサー
ビス品質を支えることを通して「世界のホスピタリティを進化させるパートナー」でありたい
と切望しています。その未来を創る人財こそが彼ら彼女らであり、共に切磋琢磨して日本のホ
スピタリティ品質をさらに高めることに貢献することを共有しスタートを切りました。

新たに41名の仲間が加わりました



お問い合わせ

株式会社CSSホールディングス 経営企画室

TEL 03-6661-7840

FAX 03-6661-7841

E-mail hld-info@css-ltd.co.jp

免責事項

本資料は、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資
料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を約束するものではありません。実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

